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お楽しみ会
12月17日（土）、保育所で開かれた「お楽しみ会」。
かわいらしい子供達の姿に会場から温かい拍手と声援がおくられました。

今月の町勢

平成 24 年 1 月１日現在

■世帯数　１，２０１世帯

■人口　　　３，８５７人

　　男　　　１，８７６人

　　女　　　１，９８１人

■転入　　６人／転出　　５人

■出生　　２人／死亡　　２人
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温
も
り
と
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
、
輝

か
し
い
新
春
を
、
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、
３
月
11
日
に
発
生

し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
は
も

ち
ろ
ん
、
７
月
の
新
潟
・
福

島
豪
雨
な
ど
、
昨
年
ほ
ど
自
然

の
脅
威
を
感
じ
た
年
は
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

私
は
、
３
期
目
の
町
政
を

進
め
る
に
あ
た
り
、「
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

柱
の
ひ
と
つ
に
位
置
づ
け
て
お

り
ま
す
。
テ
レ
ビ
電
話
を
活
用

し
た
、
文
字
と
映
像
に
よ
る
防

災
、
福
祉
や
交
通
な
ど
の
情
報

の
速
や
か
な
伝
達
の
ほ
か
、
冬

期
間
の
除
雪
対
策
や
町
民
生
活

福
祉
バ
ス
の
充
実
に
向
け
、
更

な
る
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

年頭のあいさつ

磐
梯
町
長

五
十
嵐 

源
市

　

ま
た
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
対
策
に
つ
い
て
も
、

農
産
物
に
つ
い
て
町
独
自
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
継
続
し
、

安
全
性
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
磐
梯
町
並
び
に
会
津
へ
の

誘
客
に
取
り
組
む
な
ど
、
こ
の

難
局
に
立
ち
向
か
っ
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
全
国
的
に
過
疎

化
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
我
が
磐
梯
町
は
、
昨
年

７
月
１
日
現
在
の
推
計
人
口

で
、
人
口
が
増
加
し
て
い
る
数

少
な
い
町
村
の
一
つ
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
幼
・
小
・

中
一
貫
教
育
の
充
実
と
合
わ

せ
、
今
年
は
い
よ
い
よ
磐
梯
中

学
校
の
建
設
工
事
に
着
手
い
た

し
ま
す
。
校
舎
に
つ
き
ま
し
て

は
平
成
25
年
度
の
完
成
を
目
指

し
て
お
り
、
完
成
の
暁
に
は
、

の
情
報
を
観
光
客
に
発
信
す
る

な
ど
多
機
能
施
設
で
あ
り
ま
す

の
で
、
是
非
、
ご
利
用
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、

こ
の
た
び
の
震
災
に
よ
り
被
災

し
た
企
業
が
、
南
相
馬
市
か
ら

更
科
分
校
跡
地
に
来
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
町
内
の
企
業
の
工
場
増

設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

震
災
か
ら
の
復
興
、
そ
し
て
今

後
の
町
の
将
来
を
左
右
す
る
大

事
な
一
年
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、「
こ
の
町
に
生

ま
れ
て
よ
か
っ
た
」、「
住
ん
で

よ
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
、
町

づ
く
り
に
向
け
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
様
に
は
、
町
発
展
の
た

め
、
お
力
添
え
を
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

結
び
に
、
２
０
１
２
年
が
磐

梯
町
に
と
り
ま
し
て
も
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
も
夢

と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
す
ば

ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多

幸
と
ご
健
康
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

新築される磐梯中学校 立面イメージ

子供達の笑顔のために子育て環境の充実を

役
場
組
織
の
変
更
と
ま
ち
の
人
事

商
工
観
光
課

町

民

課

町

民

課

商
工
観
光
課

教

育

課

幼

稚

園

上
下
水
道
課

　

１
月
１
日
付
け
の
役
場
組
織

の
変
更
と
職
員
人
事
異
動
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
カ
ッ
コ
内
は
前
所
属
。
同
じ
課
内
で
の
異

動
の
場
合
は
省
略
。）
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光
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グ
ル
ー
プ
長 

（
建
設
課
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副
主
幹 

（
建
設
課
）

　

副
主
幹 

（
建
設
課
）

　

副
主
幹 

（
建
設
課
）

　

主
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（
建
設
課
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【
新
採
用
】

今
後
、
百
年
間
は
校
舎
の
心
配

は
い
ら
な
い
、
と
言
え
る
く
ら

い
の
思
い
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
に
は
、
安
心

し
て
、
働
き
な
が
ら
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
が

保
育
所
な
ど
で
体
調
不
良
と

な
っ
た
場
合
、
保
護
者
の
方
が

迎
え
に
来
る
ま
で
の
間
、
磐
梯

町
医
療
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て

支
援
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
、
オ
ー
プ
ン

予
定
の
交
流
館
は
、
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い
町
民

の
方
々
に
出
会
い
と
交
流
の
場

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域

役場組織の変更について
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「町イチ！村イチ！2011」に磐梯町が参加
12 月 3 日（土）・4 日（日）、東京国際フォー

ラムをメイン会場に全国 253 町村が一堂に集まる

物産イベント「町イチ！村イチ！ 2011」が開かれ、

磐梯町が参加しました。

「町イチ！村イチ！2011」は、全国町村の物産

や観光資源などを首都圏に PR しようと全国町村

会が主催したもので、2 日間で約 35,000 人が訪

れる大イベントです。

このイベントにおいて磐梯町は地元特産品など

を多数取りそろえ、販売や観光パンフレットの配

布などをとおして存分に町を PR しました。

また、有楽町駅前のサテライト会場では、全国

の郷土芸能などが披露され、福島県からは唯一磐

梯町の会津赤枝彼岸獅子が登場し、伝統の舞で

磐梯町をアピールしました。

ス
テ
ー
ジ
で
伝
統
の
舞
を
披
露

す
る
会
津
赤
枝
彼
岸
獅
子

中学校で 英検合格報告
12月７日（水）、中学校において日本英語検

定協会による実用英語技能検定（英検）の合格

報告が行われました。 

磐梯町は、「幼小中一貫教育」の中で、英語教

育のより一層の充実をはかるため、語学指導助手

（ALT）を 2 名配置するとともに、英検受験料を

公費で負担しています。

今年度は、中学校の3 年生の 5 割を超える17

名が合格（準 2 級が 1 名、3 級が 16 名）し、

記念に合格者全員で写真撮影しました。合格者全員で記念撮影

七ツ森地区定住住宅建設工事
安全祈願祭

12月27日（火）、町内七ツ森地区において「七

ツ森地区定住住宅建設工事安全祈願祭」が行わ

れ、関係者など21名が出席しました。

式では、代表者が玉串をささげて工事中の安全

を祈願し、発注者を代表して町長が「この定住住

宅が、活力ある地域社会の実現につながることを

祈念します」とあいさつを述べました。

建設される住宅は、豪雪に対応した木造平屋一

戸建住宅で間取りが３LDK。今年 3月末の完成

を目標に合計 3戸が整備されることになります。

安全祈願祭の様子

アルツ磐梯スキー場安全祈願祭
12 月 19日（月）、アル

ツ磐梯スキー場で関係者な
ど約 30 名が出席し、安全
祈願祭が行われました。
スキー場のリゾートセン

ターで行われた式では、代
表者が玉串をささげ、ス
キーシーズン中の無事故を
願いました。

小型ポンプを更新配備
過日、町消防団第三分

団第二班の小型消防ポン
プが更新配備され、引渡
式が行われました。
今後も更なる消防体制

の充実に努め、防火・防
災を徹底してまいります
ので、よろしくお願いし
ます。

ご寄附ありがとうございます
12 月 27 日（ 火 ）、 磐

梯町ゴルフ愛好会代表か
ら町の教育発展のために
役立てていただきたいと
40,000 円のご寄附をいた
だきました。
ご寄附の趣旨に沿って

有意義に活用させていた
だきます。ありがとうご
ざいました。

寄附金を手渡す
磐梯町ゴルフ愛好会代表（左2名）

磐中生徒会から東日本大震災へ義援金
12 月 7 日（水）、磐梯

中学校において東日本大
震災に対する義援金が文
化祭実行委員 3 名から福
島民報新聞社 猪苗代支局
長に手渡されました。
義援金は、10 月 23 日

に同校で開催された文化
祭の「夢まつり」におい

て受付や学級展示で募金を募ったもので、4,880 円の善意が寄
せられました。
これらの善意は、福島民報社をとおして救援活動や復興事業

に役立てられることになります。

義援金を届けた実行委員（左 3名）

（159）

なぜ　湯 殿 山 29
　９月の「みちのく歌壇」の中に、
鳥海山の修験者の書いた歌があっ
た。
　鳥海山に登ったことを思い出し
た。山形県と秋田県の境にある。
２２３６ｍ。日本海を航行する船舶
は、昔からこの山をみて位置を確認
するのであった。
　今思い出してもぞくぞくするほどの
夕日の沈む日本海である。
　1日目、中腹の御浜小屋に宿をと
る。一休みした西空は真赤に燃えて
いるかと思うほど明るくなった。慌て
て外に飛び出した。
　あっと溜息が出た。日本海の大海
原に今金波銀波の波の上に太陽が沈
むところだ。そこから一条の金銀の
道が足元まで届いている。
　もう極楽とか地獄とか考える暇が
なかった。大自然のドラマを呆然と
見ているだけである。ただ、粛然と
なって荘厳の中に入った。有難いと
思っただけである。「よし、明日は山
頂、絶好日だぞ」弟と二人行く先き
を喜んだ。
　今書いた動機は、取り立てること
もないが、山を歩き、自然の美しさ
を肌に触れた喜びである。しかし、
喜んで伝えようとすると、美しさはす
るりと逃げてつかみ取る事ができな
い。ましてや人に伝える言葉が見つ
からない。あさっては、月山が待っ
ている。　　　　（文・写真　國分）

磐
梯
町
の
ブ
ー
ス
前
に
て

御浜小屋からの夕日

がんばろう！福島
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年
末
年
始
の
忘
年
会
・
新

年
会
で
、
食
べ
す
ぎ
や
飲
み
す

ぎ
に
な
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
か
ら
、
寒
い
か
ら
と

い
っ
て
体
を
あ
ま
り
動
か
さ
ず
、

こ
た
つ
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
い
う
生

活
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
こ

で
気
に
な
る
の
が
、
体
重
オ
ー

バ
ー
。

　

今
回
は
、
増
え
た
体
重
を
少

し
で
も
解
消
す
る
た
め
に
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
（
基
礎
代

謝
を
増
や
し
、
体
を
動
か
す
）

を
増
加
さ
せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

摂
取
量
（
食
べ
る
こ
と
）
を
減

ら
す
た
め
の
コ
ツ
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

磐
梯
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
３
５
３
０

事例

　Ｃさんは一人暮らしです。年とともに足腰が弱り、歩行が不安定で

転びそうになることがあります。ご本人から地域包括支援センターに相

談がありました。

　訪問してお話を伺い、ご自宅内の転びそうな箇所を見せていただき

ました。Ｃさんと、住宅改修事業者と相談したうえで、玄関、自宅内廊下、

浴室に手すりを取り付けました。

　Ｃさんは、安心して自宅内を移動できるようになり、町の体操教室

に参加してこれ以上足腰が弱らないよう努力をされています。

　地域包括支援センターでは、定期的にご自宅にお邪魔して、生活状

況に変化がないか確認をさせていただいています。

エネルギーの消費量を増やす

・屋内でもこまめに体を動かすよう心がけましょう。
・ 階段の上り下りやお風呂の中でのストレッチをしてみましょ
う。

・基礎代謝量を上げるため筋肉をつけましょう。
・1日10分でもいいので毎日運動を続けましょう。

エネルギーの摂取量を減らす
・たくさん食べる日が連続しないようにしましょう。
・宴会などがある日の食事は、野菜中心で和食がおすすめ。
・ こたつの上にみかんやお菓子を置いておくとついつい手が出
てしまうので、置かないようにしましょう。

・野菜や海草類中心の低カロリーの食事にしましょう。
宴会や飲み会対策

　忘年会や新年会は暴飲暴食になりがち。また、お正月だといっ
て、いつもより食べすぎたり飲みすぎたりしている人も多いと
思います。
・水分や野菜が不足しがちなのでたっぷり摂りましょう。
・ 脂っこい食事などは避けて、おかずたっぷりのバランスのい
い和食がおすすめです。

・宴会や飲み会後の次の日からは、普段通りの食事に（内容、
時間）戻しましょう。
・ 空っ腹の胃は酒を吸収しやすいので避けましょう。（悪酔い
をします）

・ 酒は脱水作用と利尿作用があり、水分、カルシウム、カリウム、
ビタミンが体内から排出されてしまいますので、水分や果物
を多めに摂りましょう。

　

も
し
自
分
や
ご
家
族
が
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
ら
？　

事
例

を
通
し
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。 介

護
保
険
利
用
の
実
際
に
つ
い
て
（
そ
の
３
）

冬
太
り
解
消

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

磐
梯
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
３
１
０
１

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

磐
梯
町
医
療
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
３
４
０
２

◎ 　高齢になって住宅改修が必要となった場合には、磐梯町地域包括

支援センター、若しくは磐梯町役場町民課保健福祉グループ窓口に

ご相談下さい。

‐
合
わ
な
い
入
れ
歯
を
　

　
　
無
理
し
て
使
っ
て
　

　
　
　...

い
ま
せ
ん
か
？
‐

 

奥
羽
大
学
歯
学
部
附
属
病
院

　

　

入
れ
歯
が
歯
茎
に
あ
た
っ
て

痛
い
、
話
す
と
入
れ
歯
が
は
ず

れ
る
な
ど
、
入
れ
歯
の
ト
ラ

ブ
ル
は
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

使
っ
て
い
れ
ば
馴
染
ん
で
く
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
、
そ
れ
は

入
れ
歯
を
作
っ
た
歯
科
医
院
で

調
整
を
行
い
な
が
ら
の
こ
と
で

あ
っ
て
、
合
わ
な
い
入
れ
歯
を

い
く
ら
使
っ
て
い
て
も
馴
染
ん

で
は
き
ま
せ
ん
。

　

合
わ
な
い
入
れ
歯
を
使
い
続

け
る
と
、
ど
ん
な
危
険
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
痛
み
が
あ
る

と
、
痛
く
な
い
位
置
で
噛
も
う

と
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
長
く
続
く
と
、
顎
の
骨
が
部

分
的
に
吸
収
し
て
、
入
れ
歯
は

ま
す
ま
す
合
わ
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
傷
が
で
き
た
ま
ま

に
し
て
い
る
と
、
そ
こ
か
ら
細

菌
が
感
染
し
、
歯
茎
や
顎
の
骨

に
病
気
を
起
こ
し
ま
す
。
そ
の

結
果
、
顎
の
骨
が
不
規
則
な
形

に
な
り
、
歯
茎
が
ブ
ヨ
ブ
ヨ
し

て
、
新
し
い
入
れ
歯
を
作
っ
て

も
、
落
ち
着
か
な
い
入
れ
歯
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

入
れ
歯
は
、
一
人
ひ
と
り
の

口
に
合
っ
た
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー

ド
の
人
工
臓
器
な
の
で
す
。
合

わ
な
い
理
由
は
人
そ
れ
ぞ
れ
あ

り
、
治
療
法
も
様
々
で
す
。
た

と
え
ば
、
う
ま
く
噛
め
な
い
場

合
は
、
歯
茎
と
の
適
合
や
人
工

歯
の
噛
み
合
わ
せ
、
歯
並
び
の

位
置
な
ど
、
複
数
の
要
因
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
舌
を
噛

ん
だ
り
、
頬
の
内
側
を
噛
む
こ

と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
場
合
は
、

噛
み
合
わ
せ
が
低
す
ぎ
た
り
、

人
工
歯
の
位
置
が
不
適
切
な
こ

と
が
理
由
で
す
。
こ
れ
ら
の
場

合
、
適
切
な
治
療
を
行
え
ば
容

易
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
で
作
る
入
れ

歯
は
大
学
と
同
じ
製
法
で
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
製
作

に
は
1
か
月
程
度
か
か
り
ま

す
。

　

ま
ず
、
１
回
目
に
大
ま
か
な

型
取
り
を
し
ま
す
。
こ
の
型
か

ら
模
型
を
製
作
し
、
ト
レ
ー
と

い
う
型
取
り
専
用
の
型
枠
を
作

り
ま
す
。
２
回
目
は
こ
の
ト

レ
ー
を
使
っ
て
、
精
密
な
型
取

り
を
し
ま
す
。
３
回
目
は
噛
み

合
わ
せ
の
高
さ
を
決
め
ま
す
。

こ
の
と
き
、
昔
に
歯
が
あ
っ
た

と
き
の
噛
み
合
わ
せ
の
位
置
を

再
現
し
ま
す
。
ま
た
、
顔
や
口

元
に
合
っ
た
人
工
歯
を
選
び
ま

す
。
患
者
さ
ん
の
希
望
で
歯
の

形
や
色
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
４
回
目
は
人
工
歯
を
並

べ
た
仮
入
れ
歯
を
合
わ
せ
、
美

し
さ
と
噛
み
合
わ
せ
の
最
終
確

認
を
行
い
、
５
回
目
で
完
成
と

な
り
ま
す
。

　

で
き
あ
が
っ
た
入
れ
歯
は
少

し
大
き
く
感
じ
ら
れ
る
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
噛

む
力
を
粘
膜
の
広
い
面
積
で
受

け
る
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
広

く
作
る
た
め
で
す
。
最
初
は
大

き
さ
に
慣
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
数
ヶ
月
で
慣
れ
て
き
ま

す
。
そ
の
間
に
、
噛
み
合
わ
せ

や
歯
茎
に
強
く
当
た
る
部
位
を

調
整
し
、
患
者
さ
ん
の
口
に

き
っ
ち
り
合
っ
た
入
れ
歯
に
し

て
い
き
ま
す
。

　

自
分
の
口
に
合
っ
た
入
れ
歯

を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
食
事

を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
、
健

康
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
噛
む
と
い
う
行
為
が

脳
を
活
性
化
さ
せ
、
運
動
能
力

も
向
上
さ
せ
る
と
い
う
報
告
も

あ
り
ま
す
。
適
切
な
入
れ
歯
を

使
用
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は

と
て
も
多
い
の
で
す
。　

　

入
れ
歯
に
つ
い
て
ご
不
明
な

点
や
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
医
療
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

7 6



〔
活
動
が
終
了
し
ま
し
た
〕

　

町
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
と

し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
、
ば
ん

だ
い
宝
っ
子
教
室
と
わ
く
わ
く

大
谷
っ
子
ク
ラ
ブ
が
今
年
度
の

活
動
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
ボ
ラ

〔
磐
梯
大
学
閉
講
式
〕

　

12
月
８
日
（
木
）、
町
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
磐
梯
大

学
閉
講
式
が
行
わ
れ
、
今
年
度

は
皆
勤
証
授
与
者
７
名
、
修
了

証
授
与
者
56
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
と
し
て
、
湊
町
公

民
館
の

先
生
に
「
人

生
楽
し
く
健
康
で
」
を
テ
ー
マ
に

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
手
品
も
披
露
し
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
楽
し
く
閉
講
式

を
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

〔
図
書
コ
ー
ナ
ー
新
刊
情
報
〕

　

新
し
い
本
が
入
り
ま
し
た
の

で
、
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

○
児
童
図
書

・
ミ
ッ
ケ
！　

１
～
８

・
魔
女
の
庭
物
語　

全
10
巻

・ 

サ
ン
タ
の
い
ち
ね
ん　

ト
ナ

カ
イ
の
い
ち
ね
ん

○
小
説
・
そ
の
他

・
隠
蔽
捜
査　

１
～
４

・
隆　

慶
一
郎　

全
集

・
真
田
三
代　

上
下

・
の
っ
け
ご
は
ん
１
０
０

・
毎
日
し
ょ
う
が
生
活

※ 

借
り
る
場
合
は
必
ず
公
民

館
で
登
録
し
、
カ
ー
ド
に
登

録
し
た
番
号
を
記
入
し
て
下

さ
い
。

〔
遊
ウ
ォ
ー
ク
！
参
加
者
募
集
〕

「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
イ
エ
ロ
ー

フ
ォ
ー
ル
を
見
に
行
こ
う
！
」

日　
　

時　

 

２
月
４
日
（
土
）

９
時
町
公
民
館
集

合
出
発

見
学
場
所　

 

北
塩
原
村
裏
磐
梯

ス
キ
ー
場

募
集
対
象　

 

小
学
５
年
以
上
で

町
内
在
住
の
方

参
加
費　

 

３
０
０
０
円
（
保

険
代
・
リ
フ
ト

代
・
ガ
イ
ド
代
を

含
む
）

募
集
人
数　

20
名

募
集
締
切　

１
月
26
日
（
木
）

※
昼
食
は
各
自
持
参
で
す
。

※ 

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
と
ス
ト
ッ
ク

は
用
意
し
ま
す
。

※ 

申
込
用
紙
を
１
月
13
日
に
配

布
し
ま
す
。

＜２月の予定＞
 11 日 ( 土 ) 町バスケットボール
  大会
 19 日 ( 日 )  第 18 回町民スキー
  大会

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
年
度
も
５
月
か
ら

色
々
な
内
容
で
活
動
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。

平成23年分　所得税・住民税申告相談受付日程について
申告相談の受付日程についてお知らせします。

月・日 受付時間 行政区名 場所
2.13（月） 9:00 ～ 16:00 妙法原・大曲・塩ノ原 役場小会議室
  14（火） 9:00 ～ 16:00 源橋・更科団地 〃
  15（水） 9:00 ～ 16:00 赤枝 （上 ) 〃
  16（木） 9:00 ～ 16:00 赤枝（中・下 ) 〃
  17（金） 9:00 ～ 16:00 日曹・東電・こぶしヶ丘 〃
  20（月） 9:00 ～ 16:00 下西連・上西連 〃
  21（火） 9:00 ～ 16:00 入倉・落合 〃
  22（水） 9:00 ～ 16:00 大寺一区 〃
  23（木） 9:00 ～ 16:00 大寺ニ区・三区 〃
  24（金） 9:00 ～ 16:00 布藤・法正尻・磨上・七ツ森 〃
  27（月） 9:00 ～ 16:00 大寺四区・五区 〃
  28（火） 9:00 ～ 16:00 大寺六区 〃
  29（水） 9:00 ～ 16:00 本寺 〃
3. 1（木） 9:00 ～ 16:00 一ノ沢・横達 〃
    2（金） 9:00 ～ 16:00 青色申告会 〃
    5（月） 9:00 ～ 16:00 指定日に申告できない方 〃
    6（火） 9:00 ～ 16:00 指定日に申告できない方 〃
    7（水） 9:00 ～ 16:00 指定日に申告できない方 〃
    8（木） 9:00 ～ 16:00 指定日に申告できない方 〃
    9（金） 9:00 ～ 16:00 指定日に申告できない方 〃

※　３月２日（金）は青色申告会のため、青色申告会以外の方の申告相談は行いません。
※　各種領収書・証明書等、及び、印鑑は必ずご持参下さい。
※　収入がなかった方でも、住民税申告は必要になりますので、指定の日においで下さい。
※　期限間近は大変混み合いますので、できるだけ指定の日にお願いします。
※　申告相談の際に、医療費の計算しませんので、計算したものをご持参下さい。

◆問い合わせ先　役場総務課 税務グループ　☎ 0242-74-1213

会津若松税務署で申告される方へ
税務署では、所得税、個人事業者の消費税及び贈与税の確定申告書の作成を行うための会場を開設し

ます。
とき

２月１日（水）～ 3月15日（木）
（土・日・祝日を除く）
午前９時～午後４時まで

ところ
会津ロイヤルプラザ２階（野口英世青春通り）

注意点
例年、3 月に入りますと大変混み合いま

すので、お早めにご来場ください。
作成会場には駐車場はありませんので、

公共交通機関をご利用ください。また、税
務署内には申告書を作成する会場はありま
せん。

◆問い合わせ先
　会津若松税務署　☎ 0242-27-4311

会場案内図

記念講演の後に渡部先生にとても楽しい手品を
披露していただきました

皆勤賞おめでとうございました

12月の活動は老人クラブの方々と昔遊びを行い、「いろいろな技」を教えていただきました

昨年の五色沼周辺散策の
様子です
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◆問い合わせ先 
　会津地方振興局 県民環境部　☎ 0242-29-3912・役場町民課 生活環境グループ　☎ 0242-74-1215

事故を起こさないための心がけ

①その場を離れない！
　 ホームタンクなどから灯油を小分けする時は、
絶対にその場を離れないようにしましょう。

②屋根からの落雪や除雪時に注意する！
　 屋根からの落雪や除雪作業時に、ホームタン
クや配管が破損していないか注意しましょう。

③定期点検を行う！
　 ホームタンクや配管に異常はないか、定期点
検を行いましょう。

万が一、油を流出させてしまったら…
油の流出を発見したら…

①油を回収する！
　すぐに布や新聞紙などで回収しましょう。
②連絡する！
　 市町村、消防署または会津地方振興局に連
絡してください。

◆問い合わせ先 役場町民課 生活環境グループ　☎0242-74-1215

医療機関や薬局を受診するにあたってのお願い

・ 休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急
性の高い患者さんを受け入れるためのものです。
休日や夜間に受診しようとする際には、平日の
時間内に受診することができないのか、もう一
度考えてみましょう。

・ 夜間、休日にお子さんの急な病気で心配になっ
たら、まず、小児救急電話相談（＃ 8000）の
利用を考えましょう。小児科の医師や看護師か
らお子さんの症状に応じた適切な対処の仕方な
どのアドバイスが受けられます。
　（県保健福祉部 地域医療課 ☎ 024-521-3790）
・ かかりつけの医師を持ち、気になることがあっ
たらまずはかかりつけの医師に相談しましょう。

・ 薬が余っているときは、医師や薬剤師に相談し
ましょう。（薬のもらいすぎに注意しましょう。）

　現在、休日や夜間において、軽症の患者さんの救急医療への受診が増加し、緊急性の高い重症の患者

さんの治療に支障をきたすケースが発生しており、そのことが病院勤務医の負担が過重

になる原因のひとつにもなっています。

　必要な人が安心して医療が受けられるようにするとともに、保険料・保険税や窓口負

担として皆様にご負担いただく医療費を有効に活用するため、医療機関・薬局を受診な

どする際には、以下のことに留意しましょう。

・ 同じ病気で複数の医療機関を受診することは、
控えましょう。医療費を増やしてしまうだけで
なく、重複する検査や投薬によりかえって体に
悪影響を与えてしまうなどの心配もあります。
今受けている治療に不安などがあるときには、
そのことを医師に伝えて話し合ってみましょ
う。

・ 薬は飲み合わせによっては、副作用を生じるこ
とがあります。お薬手帳の活用などにより、既
に処方されている薬を医師や薬剤師に伝え、飲
み合わせには注意しましょう。

・ 後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医
薬品と同等の効能効果を持つ医薬品であり、費
用が先発医薬品よりも安くすみます。「ジェネ
リック医薬品希望カード」を医療機関や薬局に
提示することなどにより、後発医薬品の利用に
ついて相談にのってもらうことができます。

子供たちの生活も保障する

　年金という言葉を耳にしても、先のことと考え
てしまうのではないでしょうか。年金とは、高齢
者になったときに初めて関わりがあるように考え
られがちですが、若いときから意外と関わりが深
いものなのです。
　たとえば、一家の担い手が亡くなられたときに
は、遺族年金を受給できます。
　また、公的年金制度に加入するのは、就職また
は 20 歳になってからですが、公的年金制度に加
入する前に発生した病気やケガなどで障害の状態
になったときには、公的に年金制度加入者と同様
に、20歳以後は障害年金を受給できます。
　このように、世代間扶養の仕組みに基づいた公
的年金制度は、大人だけでなく、制度に加入する
前の子供達の生活も保障しています。

公的年金制度の必要性

　日本人の平均寿命は、男性 79.64 歳、女性
86.39 歳（平成 21年）となっています。
　もしも、公的年金がなかったら、この長い老後の
生活はどうなってしまうのでしょうか。
　老後に備えて貯蓄をしておくなど、個人の自助努
力で対応していくしかありません。個人の自助努力
で老後に備えるのは大切なことですが、物価や資
産価値の変動を予測することや何歳まで生きられる
かは不確実であるため、老後生活の設計を行うこと
には限界があります。
　かつて、我が国では大家族で暮らし、その中で
高齢者を扶養するのが一般的でした。しかし現在
は、核家族化が進み兄弟姉妹も少なくなった結果、
老後の生活を自分の子供に頼ることが難しくなって
います。
　公的年金制度は、このような状況の中で、長い
老後の生活を安心できるものとするために、必要と
されている制度です。

国民年金のお知らせ

◆問い合わせ先
　会津若松年金事務所　☎0242-27-5321・役場町民課 生活環境グループ　☎0242-74-1215

油流出事故を防止しましょう！

火災から文化財を守ろう 地デジの準備はお済みですか？

「磐梯町暴力団排除条例」が制定されました

一般家庭のホームタンクや事業所のタンクから、灯油等の油類が河川等に流出する事故が増加して
います。その多くの原因は、うっかりミスや管理不備です。
油流出事故は、水道・農業・漁業への被害や環境汚染につながります。油の回収には、オイルフェン

スやマットなどを使用するため、回収に要した費用は、原因者が負担することになります。

-1 月 26 日は、「文化財防火デー」-
　「文化財防火デー」は、昭和 24年１月 26日に
現存する世界最古の木造建造物である奈良県の法
隆寺金堂の壁画が焼損した日を契機とし、全国的
な文化財防火運動が行われます。
　貴重な文化財を火災から守るため次の２点に注
意しましょう。
・防火防止対策

関係者による巡回警備、敷地内での整理整頓、
夜間照明の設置、地域住民との協力関係の構
築など、放火されない環境づくりを目指しま
しょう。

・火気の管理
火気を使用する際には火災予防上安全な距離
で、消火準備を怠らない対策をしましょう。

　アナログ放送は、平成 24年３月 31日正午か
ら、ブルーバックの「お知らせ画面」に移行し、
24時までには、すべての放送が終了します。
　したがって、それまでの間に、地上デジタル放
送を視聴するための準備をしないとテレビを見る
ことができなくなります。
　「準備がまだ」という方は、デジサポ福島まで。

◆問い合わせ先
　猪苗代消防署 磐梯出張所　☎ 0242-73-3100

◆問い合わせ先
　デジサポ福島　☎ 024-505-1010

　磐梯町として、暴力団の排除に関
して基本理念を定めるとともに、暴
力団排除について推進を図ります。

◆問い合わせ先
　磐梯町総務課 総務グループ ☎ 0242-74-1223
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●心からお悔やみ申し上げます。
 氏 名　 行政区 年齢

おくやみ

12/ 1 　大 寺 六 区   87歳
12/24 　大 寺 四 区 70歳

（12月期　敬称略）

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故発生状況
（平成 23年 12月末現在）

1月31日（火）

町 県 民 税（第4期）
国民健康保険税（第5期）
後期高齢者医療保険料（第6期）

お忘れなく！

○お誕生おめでとうございます。
 氏 名　 性別 保護者名 行政区

おめでた

12/16 　 男  横 達
12/1７ 　 男  更科団地

◆問い合わせ先
　磐梯町災害対策本部 ☎ 0242-74-1223

各行政区の環境放射線測定結果について
（12月調査分）

測定場所 12月2日 12月9日 12月16日 12月22日 12月28日
法正尻公民館 0.135 0.140 0.126 0.134 0.087 
布藤地区公民館 0.146 0.151 0.136 0.119 0.094 
磨上公民館 0.138 0.140 0.136 0.113 0.081 
七ツ森センター 0.137 0.159 0.143 0.127 0.110 
源橋公民館 0.201 0.185 0.199 0.177 0.147 
長峯公民館 0.223 0.215 0.200 0.160 0.121 
更科団地集会所 0.191 0.186 0.202 0.180 0.148 
妙法原公民館 0.272 0.273 0.268 0.227 0.187 
塩ノ原地区公会堂 0.162 0.180 0.192 0.165 0.155 
大曲地区集会所 0.175 0.199 0.167 0.158 0.147 
滝の原公民館 0.170 0.195 0.186 0.149 0.130 
一の沢公民館 0.128 0.130 0.137 0.121 0.113 
横達公会堂 0.145 0.134 0.128 0.123 0.121 
大寺一区公民館 0.091 0.100 0.123 0.100 0.098 
大寺二区自治会館 0.132 0.165 0.167 0.163 0.125 
大寺三区集会所 0.253 0.231 0.249 0.213 0.142 
大寺四区集会所 0.155 0.141 0.172 0.150 0.140 
大寺五区集会所 0.134 0.149 0.146 0.149 0.109 
諏訪山団地集会所 0.197 0.180 0.222 0.201 0.143 
本寺多目的集会所 0.162 0.176 0.140 0.190 0.144 
入倉集会所（寺） 0.240 0.247 0.244 0.247 0.247 
下西連公民館 0.163 0.164 0.162 0.172 0.216 
上西連多目的集会所 0.177 0.164 0.183 0.174 0.156 
落合公民館 0.172 0.166 0.188 0.156 0.184 
赤枝公民館 0.272 0.291 0.304 0.292 0.284 
※　測定高はすべて１ｍです。

測定場所 役場
(駐車場)

保育所
(園庭)

幼稚園
(園庭)

第一小学校
(校庭)

第二小学校
(校庭)

中学校
(校庭)

測定高 1m 50cm 50cm 50cm 50cm 1m
12月2日 0.198 0.180 0.168 0.154 0.342 0.204
12月5日 0.191 0.170 0.178 0.134 0.342 0.202
12月7日 0.198 0.170 0.172 0.138 0.344 0.200
12月9日 0.194 0.180 0.166 0.150 0.344 0.190
12月12日 0.178 0.150 0.144 0.126 0.338 0.182
12月14日 0.197 0.130 0.124 0.118 0.328 0.202
12月16日 0.205 0.140 0.158 0.162 0.342 0.192
12月19日 0.199 0.120 0.108 0.160 0.300 0.180
12月21日 0.185 0.130 0.116 0.102 0.320 0.180
12月26日 0.170 0.150 0.110 0.160 0.290 0.216
12月28日 0.154 0.120 0.110 0.170 0.330 0.160

公共施設関係

各行政区公民館等

※お詫びと訂正
先月号（12 月号）のおめでたのコーナーにおいて

「金田椰子さん」の氏名に誤りがありました。正しくは、
「金田梛子さん」です。訂正のうえお詫びします。

８月の人事異動で、 南相馬市立原町第三小学校から兼務でお世話になること

になりました。子供たちとの対面は始業式でしたが、夏休みの間に、花壇への

水やり、プール、スポ少の練習などで、 学校に来る子供たちに会いその様子を

見て、 子供らしい素直さに温かく優しい気持ちになりました。２学期がスタート

して、幼小中一貫教育を掲げた磐梯の教育のもと、子供たちへの十分な教育環

境をみて、さらに、地域全体で育てられている子供たちは、なんて幸せなのだ

ろうと思うとともに、子供たちに関わっていく自分の責任の大きさを感じました。

雄大な磐梯山に見守られながら、自然に囲まれた環境で成長していく子供た

ちとともにこのような環境で勤めることができることに幸せを感じ、精一杯努力し

ていきたいと思います。よろしくお願いいたします。

喜多方市立第一中学校からまいりました樋山 浩 （ひやま　こう）です。私は

前任校では３年生の担任をしており、１年生の時から指導してきた生徒たちを

残しての異動は本当に複雑な思いでした。そのため、気持ちの整理がなかなか

つきませんでした。しかし、８月１日に着任して以来、教育長さんをはじめ、中

学校の先生方に大変親切にしていただき、安心して仕事ができています。また、

生徒たちもとても素直で人なつっこく、充実した学校生活を送っています。

授業では英語を担当しています。前任の高木先生は、私が中学生の時に同じ

学校にいらっしゃった英語の先生です。そのため、さらに責任の重さを感じてい

ます。新しいＡＬＴのヴィブ先生も勉強熱心で素晴らしい方です。生徒が目標

を持って学校生活を送り、英語を楽しく勉強していけるよう、私自身が学び続け

てまいります。これからもいろいろとお世話になるかと思いますが、よろしくお

願いします。

磐梯第一小学校
　教諭　

磐梯中学校
　教諭　
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再生紙を使用しています。

みんなのひろば

今月の作品
皆さんからの投稿を
お待ちしています。
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くん（更科団地）
平成23年7月23日生まれ

ちゃん（七ツ森）
平成23年7月26日まれ

ちゃん（入倉）
平成23年8月11日生まれ

ちゃん（大寺六区）
平成23年7月26日生まれ
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